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ヘルパンギーナ
Q. ヘルパンギーナとはどんな病気ですか？
A. 高熱とのどの痛みがでる夏かぜの一種で
す。乳幼児の間で流行し、38 〜 40℃の高熱
が２〜３日続きます。のど・のどちんこのまわ
りに赤い粘膜疹や水疱（口内炎）ができ（写真）、
のどを痛がって食欲低下をきたし、流

りゅうぜん

涎（よ
だれ）がみられるようになります。高熱とのど
の痛み以外は症状が軽く、あまり心配すること
はありません。けいれんなどの症状がなけれ
ば、救急受診ではなく翌朝受診すれば大丈夫
です。解熱後、のどの痛みも次第におさまり
ます。まれに無菌性髄

ず い ま く え ん

膜炎や心
し ん き ん え ん

筋炎の合併例
が報告されています。大人にもうつります。

Q. 原因はなんですか？
A. 原因の大部分は、エンテロウイルスの中の
コクサッキー A 型ウイルスによるものですが、
コクサッキー B 型ウイルス、エコーウイルス等
でも起こります。感染経路は接触感染と飛

ひ ま つ

沫感
染で、急性期はウイルスが多く排泄され感染力
の強い時期です。潜伏期は通常３〜６日です。

Q. 治療法・予防は？
A. 特効薬はなく、通常は対

たいしょうりょうほう

症療法 ※のみで、
発熱などに対して鎮痛解熱剤を用います。い
かに痛い喉に水分と食事をとらせるかがポイ
ントです。時には脱水に対する治療が必要な
こともあります。
　予防に関しては、ワクチンなど特異的な予
防法はなく、感染者との密接な接触を避ける
こと、流行時にうがいや手洗いを励行すること
などです。

Q. どのようなものを与えたらよいですか？　　
A. 口内炎により、よだれを飲みこむのでさえ
痛いものです。牛乳やミルク、アイスや冷た
いスープ、さましたおかゆやうどん、豆腐 ( 醤
油なし )、プリン、ゼリーなど水分や軟らかく
のどごしのよいものが良いでしょう。1 回量は
少なくても回数を与えるよう努力しましょう。

Q. 登園・登校は可能ですか？
A. 熱が下がり、のどの痛みもとれて、食事も
含めて普通の生活に戻ってからです。かかり
つけ医の許可を得てからの登園 ･ 登校がよい
でしょう。

※	対症療法：病気の原因に対してではなくそのときの症状を軽減
するために行われる治療法

※	のど・のどちんこに赤い粘膜疹や口内炎 ( 矢印部分 ) ができて
いる（Atlas SAKUMA より引用）
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